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COVID-19感染による我々を取り巻く世界の変容は、時間と空間を対象に社会全体に及んでおり、

集積回路技術分野における研究成果を社会実装するエコシステムも例外ではない。当該エコシス

テムの変容は知財制度の活用方法にも大きな影響を与える。本稿においては、COVID-19が変容さ

せた時間と空間を分析し、ニューノーマルな時代において、集積回路技術分野における研究成果

の社会実装を加速するための知財制度の活用方法について提言する。 

COVID-19 が社会に与えた影響の特徴は、（１）人の動きを制限・監視した点、（２）感染リスク

との併存を常時意識させる点、（３）全世界で共通した課題である点、にある。（１）の特徴は、

①人が動かないことを補うために物の動きを活発化、②人の移動時間が減少することにより相対

的に個人で行動する時間の増加、③人が動かなくても情報交換、情報共有を可能にするためにサ

イバー空間での活動の活性化、という社会変化を引き起こした。（２）の特徴は、①感染リスクを

低減するための習慣、環境整備の向上②感染リスクのためのコスト負担の容認、という社会変化

を引き起こした。（３）の特徴は、世界レベルで相互補助のコンセンサスの形成、を促進した。 

 以上の社会変化は、時間と空間に対する価値観を変容しており、技術的な視点からは、以下の

ような技術トレンドを引きおこす。 

 （１）人・物の動きを管理する IoT 技術の普及・促進、（２）個人活動の時間を支えるサービス

事業を支援する技術、例えば、動画情報を作成・加工・転送・表示する技術の進化、（３）サイバ

ー空間での処理がリアルな空間に写像できるデジタルツイン技術の進化、（４）安心・安全をサイ

バー・フィジカル両面で確保できるセキュリティ技術の進化、を加速することとなる。（１）から

（４）に関する技術は、いずれも半導体集積回路技術の活用で積極的に対応できる技術領域であ

る。 

 そして、当該技術トレンドで行われる研究成果の社会実装を加速するために、以下のような知

財の活用方法を提言する。 

（１）他人に利用してもらうことを前提とした特許明細書の技術営業パンフレットとしての活用 

（２）社会実装を優先した簡便かつ迅速なフリーレント付のライセンス契約の活用 

（３）「パートナ作りのための特許」に公益性を配慮した、特許無償制度の活用 

 知財制度は、社会的課題を解決するための発明者と事業家との結びつきを市場原理に任せると

いう受動的なつなぎ役としての役割から、ニューノーマルな時代には、発明者と事業家の間を、

時間及び空間に対して迅速かつ密接な関係を築く能動的なつなぎ役としての役割を果たすように

なる。前記活用方法（１）から（３）は、ニューノーマルな時代の新たな知財活用の具体的手法

となる。 
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